
 

学 校 名 等 多治見市立北陵中学校 

取 組 期 間 令和元年１１月７日（木）～１１日（月） 

会 場 多治見市立北陵中学校 各家庭 

参 加 人 数 全校生徒４３０名と保護者 

学習課題（分野） 「ノーネット５ｄａｙｓ」 

運営者の願い 

 家庭教育学級で開催する講演会等の取組に参加できない保護者

がいるため、どの家庭でも取り組むことができる在宅取組型「ノー

ネット５ｄａｙｓ」がスタートした。定期テスト期間前に実施し、

テスト勉強に集中して取り組むことができる環境を作った。 

学 習 の 内 容 

家族の会話が増え、学習に集中して取り組める環境を作り出す 

「在宅取組型家庭教育学級」 

＜取組について＞ 

北陵中学校では、年４回、定期テスト前の期間に「ノーネット５ｄａｙｓ」に取り組んでい

る。家族で話し合って、ネット機器利用についてのルールを決め、テスト勉強に集中できるよ

う、家庭内の環境づくりを行っている。 

＜取組の内容＞ 

・６月・９月・１１月・１月（３年生）、２月（１·２年生）の年４回、実施する。 

・家族と話し合い、無理のないルールを決める。 

・決めた約束を取組表に記入し、よく見える場所 

に貼る。家族も一緒に協力する。 

・取組期間が終わったら、感想を書いて提出する。 

・家庭教育委員会で集計し、取組結果を「お便り」 

にまとめて保護者に配付し、次の取組につなげる。 

＜感想＞  

・生活自体を見直せる良い機会になった。時間を決 

めてけじめをつけながら勉強にも取り組めた。 

・家族と協力でき、会話をする時間が増えた。 

・集中して勉強ができていた。 

・子どもと同じ本を読み、感想を言い合うことで会 

話が増えた。 

・スマホを気にせず、勉強したり生活したりする時 

間を、普段からもてるといいねという話をした。 

・時には強制的にスマホから遠ざかる必要性を強く感 

じた。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在宅取組型（中学校） 

年間計画の位置づけ 

取組の年間計画が年度当

初に決まっていることで、

親子で見通しをもって取り

組むことができた。 

 

実施時期の効果 

定期テスト前の期間に

実施することで、「ネット

の使い方」「勉強の計画」

「生活の見直し」につい

て、家族みんなで協力して

取り組むことができた。 
家庭教育委員会で集計を行いました 

取組表 
集計結果を保護者へ配付しました 
（保護者へのお便りの一部） 

実施時期の効果 

取組の「呼びかけ」「集計」

「通信の発行」を、すべて

家庭教育委員が行い、保護

者の主体的な取組になって

いる。 

 


